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序

医療技術 の向上に ともない,今 日,多 くの人々が近代的医療 の恩恵に浴 し

てお りますが,一 方では,医 療従事者の不足や医療保険制度の普及に ともな

う医療機関内での業務 量の増加 お よび診療 の能率低 下は著 しく,こ れ らの分

野へ の情報処理技術の必要性は急速 にたかまってお ります。

こうした事情にかんがみ,医 療従事者や医療事務担 当者の 日常業務の負担

を軽減 し,も って医師,看 護婦等が本来 の診療 等に専念す るこ.とを可能に し,

さらに迅速,的 確な情報の処理によ り患 者の症状 に最適な療法 を施す ことを

可能 にす るため,種 々の医療分 野の中で最近著 しく普及 してきてお り,患 者

の一 生を通 じた治療が必要 となる人工腎臓療法を とりあげま した。

人工腎臓療法は,よ く知 られているように,長 期にわた ってデー タを集め

それ によって療法を コン トロールす るので,人 手 では その処理が極めて困難

なほ ど膨大 なデー タの処理が必要にな り,こ の解決にはコンピュー タの利用

が最 も適 した手段であ ります。

このような ことか ら非常に コンピュー タの利用効果が期待で きる人工腎臓

患者 の病歴管 理を対象 としたシ ステムの研究開発を行 ないま した。

なお,本 システ ムの開発にあた っては,医 療法人 あかね会土谷病院(広 島

市)の 協力を得 ます とともに,実 際のシステムの開発は,東 京芝浦電気 株式

会社 に委託いた しました。

こふに,本 システムの研究開発に ご尽力 いた 父きま した委員 ならびに関係

各位に対 し,深 く感謝の意を表 します。

本報告書が,こ の方面に関心 のある向きに広 く利 用され,わ が国医療分野

の近代化,合 理化 の一助に寄与で きます よ う,念 願 いたす次第であ ります。

昭和49年3月

財団法人 日本情報処理開発セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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1.本 研 究 の 目 的

わ が国の慢性腎不全,尿 毒症による死亡は,年 間1万 人 をこえてい るが,

その約半 数は,.近 年著 しく進歩 した人工腎臓装置に よる人工透析療法の適用

が可能 な患者といわれ,こ の療法適用の結果は,患 者 の延命のみ ならず,社

会復帰の可能性も極めて高 いといわれてい る。

しか しながら,装 置の絶対数の不足,費 用がかか る,半 永久 的な実施,夜

間透 析あるいは家 庭透析,社 会復帰,医 療スタ ッフの育成な ど種々の問題 を

含んでい る。

これ ら問題解決の基盤とす るため,モ デル病院 を選定 して,そ の協力の も

とに慢性血液透析患者を対象 として,病 歴 データの収集,病 歴管理資料 の作

成,患 者個人単位 の病歴検索等 患者の一切の病歴 を コンピュー タで管 理す る

人工腎臓患 者の病歴管理 システムを開 発す る。

この システムの医療分野へ の活用に よって,医 療従事者や医事事務担当者

の省力化 をはか り,医 師,看 護婦等 が本来の診療等 に専念す ることを可能な

らしめ,医 療分野の一層の近代化,合 理化 に貢献 し,も って医療および公衆

衛生の向上に寄与す ることを 目的 とする。
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2.人 工 腎 の し く み と 現 況

2.1人 工 腎 臓 の 概 要

慢 性 腎炎,ネ フ ロー ゼ症候 群 等,各 種 腎疾 患 に起 因す る 腎不 全 で人 工透

析 の必 要 あ り と診 断 され た と き,そ の患 者は 腹膜 灌 流 また は,血 液透 析 に

よ り治 療 を行 な うこ とに な る。 腹 膜 灌流透 析で は,腹 膜 チ ュー ブを腹腔 内

へ 挿 入 し,腹 膜 の 浸透 圧 を利 用 し,透 析 を 行な う方 法 で あ り,血 液透 析 は,

動 静 脈 カニ ュー レを 接続 し,体 外 に血流 の導 き透 析 器 を 用 いて,セ ロ ハン

膜 の半 透 性 を利 用 し,透 析 を行 な う方 法で あ る。 両 者 と も透 析 液 を用 い て,

血 液 中 の 不必要 の 成 分 を濾 過 し衰 えた 腎臓 機 能に 代 わ る方法 で あ る。

重症 腎不 全症 は回 復 の 可能 性が 非 常に少 ない た め,初 期 透 析か ら慢性 血

液透 析 に 移 行す る こ とが多 い。 腹膜 透析 は,腹 膜 チ ュー ブを 腹腔 内へ 留置

した りす るた め,長 期 の治 療 に適 さな いの で血 液透 析 に 移行 す る必 要 があ

る。 血 液 透 析 治療 に際 して は,血 流 を くりか え し体 外 に導 くた め,体 外で

一 回 ご とに手 間 をか け る こ とな く動 静脈 と結 合 す る外 シ ャ ン ト,ま た は 皮

下に て結合 す る内 シ ャン トを 作 る必 要が あ る。 この た め カニ ュー レの管 理

が 必要 に な る。 す なわ ち,カ ニ ュー レを流 れ て い る血 液 が凝 固 して カニ ュ

ー レを閉 塞 す る状 態 を 閉 塞 と称 し,こ の閉 塞 を 除去 し血 流 を 正常 にす る デ

ィ ク ロ ッテ ィ グ手 術,カ ニ ュー レ挿 入部 皮 膚 の 細 菌 に よ る感 染を 防 止す る

治療 等 の管 理 も重要 で あ る。 また,初 期患 者 に対 す るオ リエ ンテー シ ョン

として は,患 者 に この 治療 法 が安 全 で あ る こと を理 解 させ る こ と,シ ャン

テ の 管理,食 餌 療 法等 が,治 療 効果 をあげ るた め に必 要 で あ る こ とも十分

理 解 させ る必 要 が あ る。

慢 性血 液透 析 患 者の 終 局 の 目標 は,社 会復 帰 に あ るが,目 標 に近づ くた

めに は,前 述 した 治 療者 側 の 管理 も必 要 で あ り,患 者 自身の 管理 に 負 う と

ころが 大 きい。 す なわ ち体 重,水 分 摂取 量,食 塩 摂取 量 の 管理,カ ニ ュー

レの清 潔,栄 養 の バラ ン ス等 を患 者 自身 が心 掛 け る こ とで あ る。
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2.2人 工 腎 臓 の 原 理

人工 腎臓 は 色 々の 形 式が あ るが,そ の 殆 ん ど大部 分 の もの は セ ロ フ ァ ン

　
の半透 膜 の性 質 を利 用 した もの で あ る。 即 ち,セ ロフ ァ ン膜は ほぼ30A

前 後の 細 孔を 有 して い る ので,分 子 量40,000以 下 の もの の み が通 過 す る。

従 って透 析 中 セ ロフ ァ ン膜を 各 種蛋 白や血 球,細 菌等 は通 過 しな いが,電

解質,水,蛋 白代 射 産物 で あ る ク レア チニ ン,尿 毒 等は 自由 に 通過 し得 る

わ け で あ る。

人 工 腎臓 の 備 え るべ き基 本 的 な機 能 は 次 の4つ に大 別 され る。

(a)蛋 白代 謝最 終 産 物 の 除去

(b)血 清電 解 質 を正 常範 囲に 補 正

(c)血 液 酸塩 基平 衡 の 正常 化

(d)体 内過 剰水 分の 除 去

この いず れ もセ ロフ ァ ン膜の 性 質 を利 用 して行 な え る。'透析 液 を 正 常血

清 電解 質に 近 い組成 に してお き,セ ロフ ァン膜 を介 して 血 液 と接 触 させ る

と,血 中 の尿 素や ク レ アチ ニ ン等 の代 謝産 物や 過剰 な電 解 質は セ ロ フ ァ ン

膜 を 通 って 透 析液 中に 拡 散 し,血 中 よ り除去 され る。 酸塩 基平 衡 障 害 も透

析 液中に 且CO3やacetateを 加 え てお い てや れ ば,透 析 液 中 よ り これ ら

が 血 液 中 に拡 散 してacidosisを 是 正 す る。 水過 剰 が あれば,透 析 液 中

に ブ ドウ糖 を加 えて滲 透 圧 を高 め るか;ま た は透 析液 側 に陰 圧 をかけ ると

か,血 液側 に 陽圧 をか け る(限 界 炉 過)等 に よ り容 易 に過 剰水 分 は セ ロ フ

ァ ン膜 を通 って排 除 され る。

人工 腎 臓 は この よ うな比 較的単 純 な半 透 膜 の拡 散現 象 を利 用 した もの で,

血 液を体 外 に導 い て半透 膜 を介 して透析 液 を接 触 させ,老 廃 物 や 毒 物 を 除

き,電 解 質異 常,滲 透 圧異 常を 正 常化 させ たの ち は体 内 にか えす 装 置で あ

る。

2.3慢 性 透 析 療 法

慢性透 析療法 においては,単 に患者の延 命効果を求め るので は不充分で
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あ り,基 本 的に は,患 者 の 社会 復帰 を 目標 と して い る。 しか し高 令者,合

併 症 等 の あ る患 者 で は,完 全 な形 で の 社会復 帰 が 不 可能 な場 合 もあ るが,

この場 合 に お い て も不完 全な 形 な が らの社 会 復帰 が 目標 とな って い る。

以 上述べ た こ とを 系統 的 に図 示す る と下 記 の よ うにな る。一
↓一
↓一
↓

② 初 期 透 析 療 法

全身管理(心,肺,肝 その他)

カニ ューレ設置手術

食餌療法

↓

③ 慢 性 透 析 療 法

〈 施 行 上 の 問 題 〉

(A)カ ニ ュ ー レ の 処 置

デ ィ ク ロ ッ テ ィ ン グ そ の 他

感 染 そ の 他

(B)食 餌 療 法

(C)精 神 的 不 安 を な くす る 為 の オ リ

エ ン テ ー シ ョ ン

↓

④ 社 会 復 帰

慢 性透 析(外 来 また は 家 庭透 析)
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〔 外 シ ャ ン ト/内 シ ャ ン ト 〕 〔血 液 透 析 〕

外 動脈 s)岨

内

＼

C囮nulae

静脈側

A-Vシ ャン ト

口
癌液
↑

↓
透析液
出口

〔腹 膜 灌 流 〕
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2.4透 析 患 者 の 病 歴 管 理

透 析 療 法の 病 歴 管理 か ら見 た 特 徴 を 挙げ る と,

(1)慢 性 腎不 全 で は一 度 透 析 を 開 始す れば 定 期 的 に永続 した 治療 が 必 要 と

な る。(10～13回/月)

(2)年 間10,000名 を越 す 腎 不 全 患者 が 発生 し・ 治療 成 績 の向 上 に伴 い透

析 患 者 が 急増 す る。

(3)透 析療 法に は高度 の医 学 的,機 械 的知 識 を も った専 門 の医療 ス タ ッフ

及 び設 備 が必 要 で あ る。

以 上 に よ り人 工 腎 臓 に よ る透 析 療法 の特 徴 と して,開 始す れ ば長 時 間 そ

の 患 者 が生 存 す る限 り月 間10～13回 の透 析 を 行 なわ な け れば な らな い。

現 在 の 所透 析 患 者 の平 均余 命 は5ケ 年 で あ る とされ て い る。 また,透 析

セ ン ター1ケ 所 あた りの患 者 数 も漸 増 し,数 年 の うちに100名 を 越 え る

もの も珍 し くな い と考 え られ る。1回 の透 析 に よ り発生 す る データは少 な

く とも20以 上 は あ り,こ れ を 単純 に計 算 する と一人 の 患者1年 当 り,

(10～13)×12ケ 月 ×20=2,400～3,120の 資料 が考 え られ,一 施 設

100人 とす れば,(2,400×3,120)×5年 ×100人=1,200,000～

1,560,000と な る。 これ らの 資料 発 生 数 は他 の 疾 患に比 較 して 非常 に大

きい。 この為,

ω 従 来 カルテ 方 式 で患 者 を管 理 し,治 療 を行 な うとす れ ば そ の経 過 を把

握す る こ とは むず か し く,か つ な るべ く小人 数 の医 師,パ ラメ デ ィカル

ス タ ッフに よ り急 増 す る患 者 を 治療 す る為 には,資 料 を何 らか の方 法 で

集積 し,解 析 しサ マ ラ イズ して 必要 に応 じて 提供 す る必 要が あ る。

② 従 来 の 医学 の他 の部 門 で行 なわ れ た方 法 で 治療 効 果(即 ち,色 々の透

析器,シ ャン トの方 法,透 析膜,透 析 時間 等 々)を 判 定す るに は,そ の

情 報 量 の多 い こ とに よ り非常 に 困 難 を伴 う。 長 期 にわ た って 集 積 され た

資料 を 解析 す るた め に は,種 々の デ ー ター を 集積 ・管 理 ・検 索 す る こ と

が 必要 で あ る。 しか も これ らの デ ー ターが,現 在,未 来 を通 して 治療 の

た め の最 適 の 条件 の資 料 と して有 効 に利 用 され るべ きで あ る。
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これ らの為 には,電 算機 に よ る病 症 管理 方 式 を 完成 す るこ とが最 も有

効 な方 法 で あ る と考 え る。

他 の 医学部 門 で もmedicalirformationandrecordingsys-

temが 開 発 され 実 用化 され よ うと して い るが透 析 に限 定 して この ことを

行 えば 他 の部 門に比 較 して容 易 で あ る と同時 に質 の 高 い システ ムが で き

る。

2.5人 工 腎 臓 の 現 況

48年 度患 者 推 計 に よ る と新 患 が2,405人,継 続患 者 が3,502人 合 計

5,907人 の腎 炎 患 者 数 に なる。 また,腎 炎 お よび ネ フ ロー-tiに よ る死 亡 は

44年1,054人45年9,061人 で あ り現 在 は年 間 約10,000人 と言 わ れ

て い る。

この うち,人 工 腎臓 に よ る治療(透 析)を 受 け られ る人 は 現在 の と ころ

一 部 の 人(47年 度 で約3 ,500人)で あ る。 これ は 装 置 の絶 対 数 の不足,

費 用が か か る,半 永久 的 な実 施,治 療 看 護 体制 な どに 起 因 して い る。 治療

は1人1週 間に 平均2～3回 受け る。 完 全 治ゆ とい うの は伸 々 難か しく,

毎年 患者 数 は累 積 され て い く傾 向 に あ る。

人 工 腎臓 を利 用 す る最大 の 目的 は い うまで もな く社会 復 帰 に あ る。 また

社 会 復 帰 出来 な い 重症 者 の場 合,延 命 効 果 と して,現 在 迄 の 実 績 は約5年

で あ る。
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3.モ デ ル 病 院 に つ い て

本研究の モデル病院 として,広 島市の土谷病院を選定 した。土 谷病院は,

我国における人 工透析 のパイオニ アとして有名であ り,本 研究に合致 したテ

ーマについて,す でに数年来研究を続けてい る実績を もってい る。以 下に土

谷病院の概要を記す。

3.1

(1)

(2)

(3)

(4)

モ デル 病 院 の概 要

名 称

所 在 地

診 療 科 目

主 要 施 設

⑤ 延建物面積

医 療 法人 あかね 会土谷 病 院

広 島 市加 古 町12-17

外 科,整 形 外科,胃 腸科,放 射線 科,麻 酔科

人 工 腎 セ ン ター(42台)

コバル ト治療 室(500キ ュ リー)

ICU(6ベ ッ.F)

中型 コ ン ビ=一 タ(TOSBAC-51001台)

総 べ ッ ト数(220ベ ッ ト)

病 院8,111㎡

}計9,039rf
看 護婦宿舎928㎡

3.2モ デ ル 病 院 の 人 工 腎 セ ン ター の 概 要(昭 和48年12月 現在)

ω 患 者 数

全部 で87名,入 院 患 者43名(う ち 地理 的理 由 に よる入院 患 者22

名),外 来 患 者44名(う ち夜 間透 析 患 者13名)で あ る。 す な わ ち職

場復 帰 患者 な ら びに職 場 復 帰 可能 の 患者 は66名,75.8%で あ る。

② 設 備

人 工 腎 セ ン ターは 腎 臓病 棟 と一体 化 して運 営 し てお り,他 部 門 よ り分

離 して い る。

① 建物:透 析 室369mO,デ ィク ロ ッテ ィ ング室17mS,外 来 患 者 用 ロ ッ
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カ ー 室20㎡,重 症 患 者 室72㎡,病 院347m",看 護 婦 詰 所59㎡,専 用 患

者 食 堂72㎡,空 調 そ の 他10㎡,ほ か で 計1,036㎡ で あ る 。 も ち ろ ん,

手 術 室,中 材,中 検,X-Ray,ICU,給 食 室,コ ン ピ ュ ー タ,薬 局,

地 下 動 力 室 そ の 他 は 他 部 門 と 共 用 し て い る 。

② 器 械:swedenfrizer社 製centraldialysatesupplyunit

2台,自 製centraldialysatesupPlyunit1台,console40

台,Hometank1台bHomeunit1合kiildialyzer81台)coil

unit2台 を 中 心 と し て,建 物 に 組 み込 ん だ 各 種 警 報 装 置 な らび に 自記 記 録

計 を有 して お り,建 物 の 建 設 費(人 工 腎 の み)ほ ぼ1億3000万 円,器 械 一

式 ほ ぼ1億1000万 円(専 門 検 査 器 具 を含 む),計2億4000億 円 。

③ 従 業 員:医 師2名 お よ び 他 部 門 よ り常 時1名 の 派 遣(た だ し夜 間 透
'

析 は他 部 門 の医 師 を含 め た 当直 医 の絶 大 な 協力 を 得 て い る),看 護 婦

19名,電 気 な らびに 機 械技 師3名(大 学 卒),衛 生検 査 技 師(獣 医

師お よび薬 剤 師)2名,そ の他助 手7名 と他病 院 と比 較 して パ ラメ デ

ィカル ス タ ッフ の多い構 成 に な って い る。

3.3モ デ)嚇 の人工腎センターの1か 月の治殿 態(昭 和48年12月 の実 情)

透析その他に関する実数をあげて示 してみ る。

●

●

●

●

人 工 腎 に よ る透析 総 数1,060人,う ち 夜 間透 析 数182人

腹 膜 灌 流 に よ る透 析 総 数37人

透析施 行 日数26日,1日 平 均透 析 数40.1人

特 別管 理 を 必 要 とした 患者12名(新 規 入院 患 者2名 を 含 む)延39

日

デ ィ ク ロ ッテ ィ ング数79回

シ ャ ン トまた は リシ ャ ン ト回 数16回(腹 膜 灌 流 テ ー プ も含 む) .
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4.シ ス テ ム の 基 本 構 想

4.1本 シ ス テ ム の ね らい

年々激増す る腎不全患者に対 して,そ の医療施設及び専門 ス タッフの確

保は困難 となって きてい る。

また,人 工透 析療法をすでに受けてい る患者につ いては,そ の社会復帰

率および生存率(死 亡率)の 向上(減 少)が 至上命題 とな っている。

この ような ことか ら効果的で能率の よい人工透析療法 を行な うことが必

要 であ りこれ らの人工 透析療法 は,透 析データを中心 として とらえること

が,基 本的な考え方であ るといわれている。

しか し,実 際に人工透析を実施 した場合 におけ る一連の流れか ら発生す

るデ ー タ量 は,通 常 の患 者で も10種,異 常が 発見 された場 合 に は,17

種 に もお よぶ各 種 の 検査 ・装 置 記録 が 透析 の 都度(通 常1ケ 月 に10～

13回)発 生す る もの で あ る。 ・

これ らの ぼ う大 な デー タを従 来 の カ ルテ方 式 で 管理 し,活 用 す る ことは

非常 に 効 率 が悪 くな って きて い る。 その た め,慢 性 重症 腎 不 全患 者 に 関す

るデー タを コ ン ピュー タ処 理 に よ って すべ て フ ァイ ル し,デ ー タバ ン クを

形 成 して,次 の よ うな 目的 に役 立 て る こ とが,こ の システ ムの ね らいで あ

る。

ω 病 院 内 の事 務合 理化 に役 立 つ こ と

O各 種 デ ー タが 一覧 性 を も った 形 で 出力で き る。

O的 確 ・迅 速 な情 報 の収 集

O病 歴 記録 の定 期 的 な 出力

O各 種 デー タの集 計 表 ・統 計 表 の作成'

な ど 日常業 務 に役 立 つ こ と

② 臨 床医学 面 に活 用 され る こ と

O必 要 な患 者 に 関 す る情 報 の 即時検 索

O異 常検 査値 の 自動 チ ェ ッ ク
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O病 状の推移 とその原因や治療 効果な どの相関分析

など各 種臨床研究 資料の作成に役立つ こと。

(3)さ らに拡張 して考えれば,将 来,本 システムが基礎 となって

O統 計デー タの行政施策へ の反映

O空 き人工腎の把 握 と遠 隔地におけ る利用に供す る

な ど社会 的な要請に応 えられ るシステム化への基盤 とな ること。

これ ら の 目的 を実 現 す るた めに,こ の シス テム は,次 の よ うな機 能 を

もつ こ とが必 要 で あ る。

① 原 始 デー タを 正確 に把 握 す る機 能… ∴原 始 デ ー タの 発生 ・収集 サ ブ

シス テ ム

② これ らの デー タを簡 便 に 入力 し,且 つ,十 分 な チ ェック機 能 を備 え.

た デ ー タ入力 機能 … … 入力 サ ブ シ ステ ム

③ デ ー タが 整 理 され,必 要 な ときに,速 か に 引 き出 せ る よ うな ファ イ

ル能力 …… フ ァイ ル ・サブ シ ス テム

④ 日常 必 要 な デ ー タは,簡 単 な操 作 で,短 時 間 に 処 理 し,出 力す る機

能 … … 出力 サ ブ シス テム

⑤ 利 用者 が必 要 な情 報 を,自 由 に処 理 し,検 索 で きる機 能 … …検 索 サ

ブ シ ステ ム

⑥ 実施 した結 果 を評 価 し,必 要 に 応 じて,訂 正 す る機 能 … …評 価 サ ブ

システム

この よ うに,6つ の機 能 を 満足 させ る6つ の サ ブ シ ステ ム}ま,第4

-1図 システ ム概 念 図Mal"患 者 の流 れ と情 報 の流れ"に 示す よ うに

相 互 に 有機 的 に 関連 しあ って,ト ー タ ル シス テ ムを 形成 して い る。

第4-2図 は,情 報 の流 れ を 中心 に コ ン ピュ ー タ ・シス テム サ イ ド

か らみた システ ム 概念 図で あ る。
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4.2各 サ ブ シス テ ムの機 能 とサ ブ シス テ ム相 互 の 関連

① 原 始 デー タの発生 ・収集 サ ブ シ ステ ム

外来 受 付,検 査 室,人 工 腎 セ ン ター,手 術 室,診 療 室,入 院 病棟 の6

ケ所 で,17種 の各 種 入力情 報 が 発生 す る。

これ ら入 力情報 を,い か に正 確 に把 握す るか,い か に正 確 に 入力 す る

か が,こ の サブ シス テ ムの ポ イ ン トとな る。

関係 す る専 門 ス タ ッフが 多 くの分 野 に わ た ってい る ため,十 分 なPR

と訓練 が 必要 で あ る。 また,本 来 の 業務 にか か る負担 を少 く し,且 つ,

正確 に経 済 的 に イ ンプ ッ トす る方 法 が最 善 とな る。

また ・1入 力 帳票 あた りの デ ー タ量(桁 数)が 多 いた め,単 純 転記 に

よ る ミスの防 止 も正確 性 を期 す ポイ ン トとな る。

(1)病 歴 総 括記 録

患 者 のID(識 別)項 目の 記録

② 入退 院 及 変更 記 録

患者 の入院,退 院 及 び識 別項 目の変 更 及 び追 加 記録

(3)血 液 透析 記 録

人 工 腎 セ ン ター で血 液 透析 を行 った 際 の各 種情 報'

(4)腹 膜 潅 流記 録

人 工 腎 セ ンター で,腹 膜 灌 流 透析 を行 った 際 の情 報

(5)シ ャン ト・ リシャ ン ト記録

カ ニ ュー レに つ い て,.カ ニ ュ レー シ ョン,リ カニ ュ レー シ ョン,抜

去 等 の情 報

(6)ク ロ ッテ ィ ン グ,デ ィク ロ ッテ ィ ング記録

カニ ュー レの状 態 を管 理す る情 報

(7)チ ュー ブ挿 入記録

腹 膜 潅 流 に おけ るチ ュー ブの 挿 入 手 術 の情 報

(8)各 種 検査 成 績記録
～

⑰ 透 析 の前 後 の血 液検 査,特 殊 検 査 な どの検 査結 果
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② 入力 サ ブ シス テ ム

この よ うに,入 力 項 目が 多 種 多様 にわ た って い る こ と,及 び 入力 項 目

数が 多 い こ と のため に,こ の 入力 システ ムの 簡 便化 が,シ ステ ム設 計 の

大 きな 問題 点 で もあ り,さ らに,シ ス テム運 用 上 の大 切 な ポイ ン トで あ

る。

当 シス テム で は,こ の点 を解決 す るため,OMR(光 学 的 マ ー クカ ー

ド読取 装 置)を 活 用 す る こ と)・・した。OMRに よれば,デ ー タは 発生現

場 で記 入 され るた め,転 記 ミスを 妨げ る こ と,ま た,現 場 の スタ ッフが

本 来 の診 療業 務 に支 障 を きた さず に デ ー タの作 成 をで きる利 点が あ る。

また,OMRカ ー ドの 設計 に工夫 を 加 え,2種 の カー ドで17種 す べ て

の 入力情 報 を入 力 で き るよ うに し,項 目の有 無 にか ムわ らず金梅 パ ン チ

す る方 法 を な く した。 デ ー タ作成 者 は,デ ー タの 発生 順にOMRカ ー ド

に記 入 し,こ れ を ラ ン ダム に入 力 で き るた め,入 力方 法 お よび オ ペ レー

シ ョンが大 巾に 簡素 化,省 力 化 され て い るg

③ ファ イル ・サ ブ シ ステム

フ ァイル は,"患 者 マ ス ター ・フ ァイ ル"と"病 歴 ソー スデー タ ファ

'イ ル"の2つ に代 表 され る。

患者 マ ス ター ・フ ァイル は,患 者 識 別 のた め の不 変 的 項 目が記録 され,

常 に最 新 の 内容 が記 録 され るよ う更 新に つ い て細 心 の注 意 が 要請 され る。

病 歴 ソー ス デー タ フ ァイ ルは,入 力 され たす べ て の デ ー タが,患 者別

に,デ ー タの 種類 別 に診療 記 録 の履 歴 と して 記録 され て い る。 定期,不

定 期 レ ポー トの 出 力,統 計 関係 の各 種 出力 に使 用 され る。

検 索 用 の ファ イル は,こ の病 歴 ソー スデ ー タ ファイ ルを も とにす るが

1件 あた りの デー タ量 が5,000桁 と大 きす ぎ るた め,検 索 に適 す よ うに

編 集 され てい る。

④ 出力 サブ シ ステ ム

本 シス テム よ り得 られ る出力は,定 期 レ ポー トと不 定期 レポー トに分

け られ る。
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ω 定 期 レ ポー ト

常 時 参 照 され る患 者台 帳 にそ の 都 度挿 入 され るもの,ま た,少 く と

も 月 報形 式 の もの で,次 の も のが あ る。

透 析 ・検 査 日報

検 査 日 計 表

透 析 月 報

病 状 報 告 書

これ らは,各 種 入 力情 報 を綜 合 し,分 析 して患 者毎 に,あ るいは検 査

項 目毎 に,あ る いは検 査 日毎 に,日 報,月 報 と して一 覧性 を もった形

で 出力 され る。

さ らに重 要 な項 目に は,コ メ ン トが付 され て 出力 され るた め,日 常

の 業務 処 理 に も非 常に 有 効 な 資料 と して活用 され る。

② 不 定 期 レ ポー ト

要 求 の 都度 ・ 特 定期 間 に つ いて,あ る いは 特 定 患者 に つ い て経 過 な

どを調 査 す るた め1二,有 効 な各 種 レポー トを作 成 す る ことが で き る。

透 析 液組 成 値

ク ロ ッテ ィン グ,デ ィ ク ロ ッテ ィ ン グ記 録

腹膜 チュー ブ挿 入記録

肝 機 能検 査

血 液 検 査

尿 検 査

な どの各 種 レポ ー ト

⑤ 検 索 サ ブ シス テ ム

臨 床研 究 等 に使 用 す るた め,研 究 者 あ る いは 医 師 な どか らの要 求 に応

じて随 時作成 され る レ ポー トで あ る。

病 歴 フ ァイ ル中 の どの項 目に つ'いて も,相 関 表,度 数分布 表,平 均分

散及 び 検 索 オー デ ィ ッ ト・リス トな ど が 自 由に 得 られ る シ ステ ムで あ る。

簡 単な パ ラメー タの 指定 に よ って,こ れ らの検 査 を 可能 と した ムめ,操

.」



作 性 な ど運 用 面 に お いて も自 由度 が 大 き くな る よ う考 慮 して い る。

また,特 に 様 式 を指 定 した要求 につ いて は,簡 単 な プ ログ ラ ミングを

追 加 す る こ とに よ って,レ ポー トを取 り 出せ る よ うな拡 張 性 も有 して い

る。

⑥ シ ステ ムの 評 価 サブ システ ム

シス テム の綜 合 評価 は,そ の 出力 の内容,利 用 度 を は じめ と して,処

理 時 間,フ ァイ ル ・コス ト,入 力 に関 す る ロー ドの軽 重,操 作 性,経 済

性 な ど,い ろ い ろな 観点 か ら評価 の対 象 とな る。

完 成 され た シス テ ム と して,日 常 業務 あ るい は研 究活 動 に適 合 して,

有効 に稼 働 す るた め に は,常 に この評 価 → フ ィー ドバ ック → 修正

→ 実施 → 評 価 の サイ ク ルを続 け,定 着 させ る よ うに努 力 す るこ とが

必要 で あ る。'

本 シス テ ム も,い わ ば パ イ ロ ッ ト・シ ステ ム として,開 発 された にす

ぎな い。 十 分 な テ ス トラ ン期 間 と,た え ず く り返 され る この サ イ クル を

本 シ ステ ムの ユ ー ザ とコ ン ピュー タ ・エ ン ジニ アの 二人 三 脚 に よ って,

改善 して い く必要 が あ る。
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5.電 子 計算 機 の シス テ ムにつ い て

5.1.1電 子 計 算 機 シ ステ ム にお け る情 報の 流れ

電子 計 算機 システ ムに お け る情 報 の流 れ として は,大 き く病 歴 デ ー タ

入 力 フ ェー ズ,定 期 ・不 定 期 レ ポー ト出力 フ ェー ズ,患 者 マ ス タ ・メ ン

テ ナ ンス ・フ ェー ズ,検 索 ・統 計 フ ェー ズの4フ ェー ズに分 か れ て い る。

各 フ ェー ズ にお け る処 理 の 流れ は,後 掲 の ゼ ネ ラル フ ロー に示 され て

い る。 す な わ ち,「 病 歴 デ ー タ入 力 フ ェー ズ」 に お いて は,紙 テ ー プ お

よび マ ー クカ ー ドに記 録 され た デ ー タを,様 式,内 容 の 検 査 を行 な い,

患 者 ご とに,編 集 し,病 歴 ソー ス デー タ ・フ ァ イル を作 成 す る。

「定 期 ・不 定期 レポニ ト出力 フ ェー ズ」 で は病歴 ソー スデー タ ・フ ァ

イ ル よ り,"透 析検 査 日報","病 状 報告 書","検 査 日 計 表"等

あ らか じめ 定 め られ た様 式 の レポー トを作 成 す る フ ェー ズで あ る。

「患 者 マ ス タ ・メ ンテ ナ ンス ・フ ェー ズ」 は本 シス デ ムで管 理 され る

患 者 の状 態 を表 わ す,患 者 マス タの追 加,変 更 な どの更 新 を行 ない,常

に最 新 の状 態 の患 者 マ ス タを維 持す るた め の フェー ズで あ る。

「検 索統 計 フ ェー ズ」 は,病 歴 ソー スデ ー タ ・フ ァイ ル よ り種 々 の検

索 を行 な い,必 要 に応 じた統 計 処 理 を加 えた レポー トを 出力 す る フ ェー

ズで,医 師,検 査技 師等 の要求 に よ り使 用 され る。

＼
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十6

患 者

マスター

↓ ↓ 妙
定 期 不 定 期 情 報 検 索

アウトプット アウトブック

病 歴 デ ー タ収 集 フ ェー ズ

*

*

BTEP1

名検 査 等 の デ ー タ(ラ ン ダ ム に 発 生 可)を 規 定 の 様 式 に

従 ・っ て 入 力 し こ れ を 磁 気 テ ー プ に 記 録

入 力 様 式,日 時 等 の チェックを 行 い 正 しい デ ー タの みFILEす る。

入 力 はPT又 は マ ー グ ヤ ー ド と す る 。(修 正 デ ー タ も投 入)

SORT.(ASSEMPING)

患 者iD〈 デ ー タ コ ー ド 〈 日 付(検 査 年 月 日)

*BSTEP2

同 一 検 査 月 日,デ ー タ コ ー ド,患 者iDで あ れ ば そ れ ぞ

れ のEILEを1レ コ 一一 ド に 集 め る 。

*BSTEP3

編 集 さ れ た フ ワ イ ル(同 一 検 査,デ ー タ コ ー ド ,患 者iD)

に 対 し 保 険 種,生 年 月 日

け 加 え る 。

氏 名 等 の マ ス タ レ コ ー ド を つ

叶(、BPASS4

患 者iD〈 デ ー タ コ ー ド く 日 付(検 査 年 月 日)

・ ス ・ 一 ・・ 修 正(KEYW・RD)ら な ・、時 は.・ イ ・ ス す 。
。

*BSTEP4

累 積 処 理,修 正 処 理(全 レ コ ー ド を 対 象 と す る 。)

'
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定 期,不 定 期 レ ポ ー ト出 力 フ ェー ズ

定 期 レ ポ ー ト出 力

病 歴IBIOREC

ソ ー スIR.50DB

デ ー タ

作 表 一1

透析検査

日報 検査

日計表 透析

月報

病状報告書

*定 期 的 に 作 表 さ れ る ア ウ トプ ッ トを 作 り ま す

KEYWORDは 検 査 年 月 日,患 者 コ ー ド,日 付

と し個 人 毎 に ま と め ら れ て 出 力 さ れ る 。

(プ ロゲ ラムは各1本 毎 を ライ ブラ リーに 入れ てお く)

パ ラ メ ー タ

不 定 期 レ ポ ー ト出 力

病 歴

ソ ースデータ

IBIOREC

IR50DB

作 表 …2

DUTPUT

*各 グ ル ー プ 毎 に あ ら か じ め 指 定 す る 検 査 項 目

又 は,日 付 の 幅(N年M月D日 ～Y年M月H日)

を パ ラ メ ー タ イ ソ す る 事 に よ り希 望 の 検 査

シ ー トが 作 成 さ れ る。

グ ル ー プ 分 種 は,フ ォ ー マ ッ トの 共 通 性 に よ

り 分 類 さ れ て い る。

(プ ログ ラムは ライブ ラ リよ り呼 び 出 して使 用 され る)

1

器
1

検 査 日
一 覧表

グ ル ー プ1

析液組成値

検査表

クロッティソグ

ディクロッティソグ

記 録

腹膜尭一フ挿

記録

肝 機能検査

血液検査

尿検査

蛋白分画

検査

院 内標準 検査
一1

シ ャ ン ト ・り・シ句ン1

記 録

腹膜灌流透析

記録

鉄,リ ワマチ検査

血液培養検査

機能検査1

〃-2

グ ル ・一一プ4

o共 通KEYWORD

検 査 名 称

患 者iD

日 付 …1(LOW)

日'付 …2(HiGH)

グ ル ー プ2

[





患 者 マ ス ター メイ ン テ ナ ンス ・フ ェー ズ

患 者 マ ス タ ー 登 録

患 者 マ ス・タ ー

イ ソ プ ッ ト

DATA

編 集

OLD患 者

マ ス タ ー

患者

マスタ'

エ フ ー

リ ス ト

*修 正,変 更(死 亡 ・転院)の 入 力'も 処 理 さ れ る

通 常 は 新 患 者 の 登 録 を 行 う 。

尚,マ ス タ ー 修 正 は,デ ー タ 収 集 フ ェー ズ

に も そ の 機 能 を も っ て い る 。

受 診 患 者 一 覧 表

J
T

パ ラメ ー タイ ンプ ッ ト *特 定 患 者 を 選 ん で 出 力 で き る 。

又,死 亡
.・転 院 の 出 力 も 可 。
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5.1.2本 システ ム を遂 行す るモ デ ル機 器構 成

本 シス テ ム を遂 行す るた め の モデ ル とな った機 器 構 成 図 は,次 図 に 示

す とお りで あ る。 電子 計 算機 の 中央 演算 制御 装 置 として は,TOSBAC-

5100モ デ ル20(32KB)で あ り命令 附 加装 置 を加 設 した。 電 子計 算機

処理 を行 な う上 で,操 作 の しや す さの点 か ら 「入出 力 タイプ ライ タ」 を

用 いて各 ス テ ップ 実 行 時 の,実 行条 件の 入力 お よび 簡単 な メ ッセー ジの

交換 に利 用 してい る。

シ ステ ムの デ ー タ入力の た め の装 置 と して は,「 紙 テー プ読 取 装 置」

「マー クカー ド読 取装 置」 が あ る。 紙 テ ー プ は8単 位 の もの を毎 分

1,000字 で,マ ー クカー ドは毎 分180枚 の ス ピー ドで読取 る こ とが で き

る。本 システ ムに必 要 な,す べ て の デ ー タは,収 集 上の 便利 さを 考慮 し

て,ど ち らか の装 置が 選択 され利 用 され る。 本 シ ステム の 中間 的 な デー

タ ・フ ァイル と しては,磁 気 テ ー プを 用 いた 。磁 気 テ ープ装 置は,6台

の ハ ン ドラ装 置 と1台 の制 御装 置 よ りな って お り,中 央 演 算制御 装 置の

プ ロ グ ラムに よ り,毎 秒30KBの ス ピー ドで,デ ー タの 転送 を行 な うd

磁気 テ ー プ装 置 は 中間 デ ー タ保 管 用 と してば か りで な く,デ ー タ ・フ ァ

イ ルの並 び変 え時 の,ワ ー ク ・ファ イル とし て も使 われ る。 病歴 管 理 に

必要 な各 種 レ ポー トは 「ラ イ ンプ リン タ装 置」 よ り出力 され る。 本 シス

テ ムで 用 いた ライ ンプ リ ンタ装 置 は,136文 字 配 列で き る行を 毎分510

行 の ス ピー ドで印 字 す る こ とがで き,文 字 は,英 字,数 字,カ ナ文 字 な

ど全部 で96字 種 で ある。
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シ ス テ ム 構 成 図

、

、

●

紙テープ読 取装置

マーク・カート読 取 装 置

19)枚/分

TOSBAC-5100

モ デ ル20

32KB,オ プション付

磁気テープ

制御装置

入出力 タイプライタ装 置

ラインプ リンタ装 置 {;㌘s

磁 気 テ ー プ 装 置6台

30KB/S
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5.2入 力 サ ブ シ ス テ ム

5.2.1シ ステ ム の特 徴

病 歴 管 理 シス テ ムに 関係 のあ る医 師,検 査技 師,看 護 婦,事 務 員 な ど

は,日 常 の業務 に多 忙 なた め,特 に病歴 管理 の た め に 時間 を さ くこ とが

む ず か しい。 このた め本 シ ス テムで は,特 別 に 病 歴 管理 の た め に手 間 を

か け る ことはせ ず に,各 部 門か らの報 告 で デ ー タが 収集 で き る よ うな シ

ス テム と した。

た とえば,検 査 にお け る報 告 の よ うに,ほ とん どの 患者 に 対 して実施

され る検査 に 対 して は,検 査項 目ご とに結 果 を記 入で きる よ うに カー ド

を設 計 し,患 者識 別 と検 査成 績 とを連 記で き るよ うな方 式 を と り,な お

かつ 媒 体 と してマ ー クカー ドを採 用 しダ イ レ ク トイ ンプ ッ ト方 式 と した。

検査 室 で は,項 目ご とに 担 当 者が 連続 して記 録す るた め,こ の方 式 が非

常 に有 効 で あ る。

ま た,一 日の 標 準検 査 の 成 績 をす べ て この 方 法 で報 告す る と,一 日の

終 りに計 算機 処 理 され,患 者 で と くに 個 々の検 査 の成 績 が,一 覧表 の形

で 出力 され て,検 査室 に戻 って くるた め,特 別 な 手 間 を必 要 とし ないば

か りか,検 査 室で の 集計 ・報 告作 業 が 不 必要 とな り,作 業 の軽 減 に つ な

が って くる。標 準 検 査 で な く必 要 に応 じて行 なわ れ る検 査 に つ いて は,

1人 の患 者 に対 して,指 定 され た検 査 を 検査 技 師が 処理 す る順序 に,記

入で きる カー ドに した。

病歴 管 理 の ため の デー タは,最 小 必 要 限度 に とどめ ることは,使 用 者

の立 場 か ら見 て不 満 足 で あ ると同 時に,シ ス テ ムを 形 には ま った限 定 的

な もの にす る危 険 が あ り,好 ま しくな い。 この点 か ら本 システ ム では,

医師 ・技 師 ・看護 婦 な どの本 シ ステ ム のユ ー ザ の意 見 を反 映 して,な る

べ く巾広 い デー タ収集 を行 な った。 同時 に今 度 設計 した シス テ ムで の デ

ー タは ,あ くまで も現 時 点 で考 え られ るデー タで あ り今 後更 に必要 性 の

ある デー タの 出現 を 予測 し,種 々の 入力 デ ー タの 追加 が行 な え る よ うに

した。 このた め本 システ ム は,将 来 にわ た って の 変化 に即 応 で き るな ど
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拡 張性に富んでい る6

5.2.2シ ステ ム 設計 上 のポ イ ン ト

本 シ ステ ム に イ ン プ ッ トされ た デ ー タへ の 修正 ・変 更 はか な らず起 こ

り うる可 能 性が あ り当然 シス テ ム設 計 上 これ を考慮 に 入れ て い る。 病歴

管 理に お`ナ る変 更 デ ー タ,た とえば 入院 患 者 に関 して の 転科 ・転 室 ・退

院 等 は,患 者 マ ス タ と して現 在 の状 態 の管 理 の ため の情 報 で あ るば か り

で な く,本 シス テ ムで扱 うよ うな,慢 性 疾患 の患 者 の病 歴 管理 で は,1

つ の 治療 の状 態,す なわ ち 症 状を 表 わ すデ ー タで あ り,病 歴 管理 にお け

る症 状 の変 化 を 示す 大切 なデ ー タと言 え る。 単 に 入力 の 間 違い を修 正 す

るた め だけ の 修 正 デ ー タ とは根本 的 に 異 な る もの で あ り,本 シ ステム で

は前述 の変 更デー タ と単 な る修正 デ ー タ とは完 全 に区 別 して処理 で き る

よ うに し て い る。

本 シス テ ムは,デ ー タを 巾広 く収 集 し,ま た 後 日の デー タ種別 の追加

を可能 にす るた め に,プ ロ グ ラム的 に も充分 考慮 され て い る。 す なわ ち

多 種 類 の デ ー タを 入力 可能 に し,操 作 を行 な い易 くす るた め に,入 力 デ

ー タは ,患 者 別 に もデ ー タ種類別 に も並 べ る必 要 は な い し,先 に も述 べ

た,修 正 デー タ,変 更 デー タの区 別 も操 作 上 にお い て は,な ん らかわ る

こ との ない よ うに 設 計 され て い る。
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5.2.5イ ン プッ ト・デ ー タ

本 シ ステム に 入力 され るデー タは,入 力 帳 票 の 名 称 と そ れ に含 ま

れ る項 目名 称 に よっ て表 現 され て い る。 各 報 告 書 に含 まれ て い る項 目名

は 次表 の イ ンプ ッ ト項 目一 覧表 に ま とめ て あ る。 す なわ ち患 者 の 識別,

過去 の病歴 や さま ざ まな変 更 た とえ ば職 業,入 院/退 院 等 の記 録 と して

「病 歴 総 括 記録」 「入退 院 識 別変 更 記録」 が ある。血 液透 析 お よびそ の

判 定の た め の記 録 と して 「透 析 液 組 成値」,「 血 液透 析記 録」 「標 準検

査1」 「標 準 検 査2」 が あ り,同 じ く腹膜 潅 流 お よび そ の判定 のた め の

記録 と して 「透析 液 組成 値」 「腹膜 潅 流透 析記 録」 「標 準 検査1」 「標

準検 査2」 が あ る。

透 析の た め に必 要 な手術,処 置 の記 録 の た めに は,「 シ ャ ン ト・ リシ

ャ ン ト記 録」 「クロ ッテ ィン グ ・デ ィ ク ロテ ィン グ記 録」 「チ ュー ブ挿

入記 録」 が あ る。

必 要 に応 じ て不 定 期 に実 施 され る検 査 の成 績報 告 のた め8種 類 の検 査

成 績報 告 書が 用意 され てお り,「 肝機 能検 査」 「血 液 検 査」 「鉄 リウマ

チ検 査」 「血 液(白 血 球分 類),培 養検 査」 「尿 検 査」 「蛋 白分画 検査 」

「腎機 能 検査1」 「腎機能 検 査2」 とな っ てい る。

なお,入 力に 際 しては,後 の見本 の よ うな マー ク カー ドに 直 接記 入す

るか,診 療記 録 と して保管 され る用 紙の 一部 を 用 いて 紙 テー プ に パ ンチ

す るか,2種 類の方 法 が取 られ て お り,そ れ ぞれ の報 告 様 式 に よ り決 め

られ てい る。

見 本 の うちAと 記 されて い る もの は,同 一 検 査 を 多 くの患者 に実 施 し

た場合 に報 告 しや す い よ うに した様 式 で あ り,Bは,一 患 者 につ いて多

くの検 査 を 実 施 した 場合 の様 式 で あ る。
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イ ン プ ッ ト項 目 一 覧 表

① 病歴総括記録

患者の識別,過 去の病状を入力す る。

記録項 目は,下 記の ものであ る。

ω 患 者 番 号

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

ao)

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

飼

⑰

氏

生 年 月

桂

職

住

初 診 年 月

臨 床 診

確 定 診

手術 及び特殊療法の年月 日と原因

転 帰

死 因

病理解剖 の有無

既 往 症

家 族 歴

身 長 ・ 体 重

紹介医の住所 ・氏名

名(カ ナ)

日

別

業(コ ー ド化)

所

日

断

断

② 入退院/識 別変更記録

患者の入院,退 院及 び識別の変更を入力す る。

記録項 目は,下 記 のものであ る。

ω 患 者 番 号

② 変 更 後 の 氏 名
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(3)変 更後 の患 者番 号

(4)変 更 後 の 職 業

㈲ 入院 ・外 来 中止 日

(6)外 来 ・退 院 日

(7)臨 床 診 断

(8)確 定 診 断

(9)手 術年 月 日 ・手術 コー ド

③ 血液 透析 記 録

人工 腎 セ ンター に て血 液透 析 を行 った 際 の情 報 を 入力 す る。

記録 項 目は,下 記 の もので あ る。

(1)患 者 番 号

② 急 性 ・慢 性 の別

(3)透 析 開始 年月 日 ・時分

(4)透 析 終 了年 月 日 ・時分

㈲ 透 析 時 間

⑥ 透 析 槽 種 類

σ)体 重(透 析 前 ・後)

⑧ 血 圧(〃)

(9)ヘ パ リナ イ ゼイ シ ョン

⑩ ヘ パ リ ン 値

ω プ ロ タ ミ ン値

⑫ 血 流 量

⑬ 陰 圧

ω 透 析 液 流 量

㈲ 一輸 血 量

06)ヘ マ トク リ ッ ト値
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④ 腹膜 灌流記録

人工 腎センターにて腹膜灌 流の透析を行 った際の情報を入力す る。

記録項 目は,下 記の ものである。

(1)患 者 番 号

② 透析開始年月 日・時分

(3)透 析終了年月 日 ・時分

ω 透 析 時 間

.⑤ 血 圧(透 析前 ・後)

(6}

(7)

(8)

(9)

oo

⑪

⑫

⑬

ω

体 重(〃

潅 流 方 法

潅 流 性 状(色,

一 回 注 入 量

注 入 時 間

精 液 時 間

排 液 時 間

注 入 回 数

添加 薬 品投 与 量

ボス タ

コ リマイ

ペ ンブ リチ ン

セ ポラ ン

リン コ シン

ウ ロキ ナー ゼ

ヘ パ リン

ク リニ ッ ト

GLUCOSE

)

混 濁)
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一
⑤ シ ャ ン ト・リシ ャ ン ト記 録

カニ ュー レに つ い ての カ ニ ュー レ イシ ョン ・

抜 去 等 の情 報 を 入力 す る。

記 録 項 目は,下 記 の もの で あ る。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5}

(6)

(7)

(8)

リ カ ニ ュ ー レ イ シ ョ ン

患 者 番 号

シ ャ ン ト・ リシ ャ ン トの区 分

手 術年 月 日 ・時 分

部 位(上,下 肢,左 右,静 動 脈 の別)

抜 去 の 有 無

感 染 に つ い て

リシャン トの原因

リカニ ュー レイ シ ョン(静,動,両 脈 の別)

⑥ ク ロ ッテ ィ ング ・デ ク ロ ッテ ィン グ記録

カニ ュー レの状 態 を管 理 す る情 報 を 入力 す る。

記録 項 目は,下 記 の もので あ る。

ω 患 者 番 号

② ク ロ ッテ ィ ング年 月 日 ・時 分

(3)部 位(静,動,両 側 脈 の別)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

oo

ω

原 因

デ クロ ッテ ィン グ年 月 日 ・時分

ク ロ ッテ ィ ング よ りデ ク ロ ッテ ィ ン グ まで の 時 間

手 技(容 易 か 困 難か の別)

デ ィク ロ ッテ ィ ング合 併症

処 置

成 否 の 別

感 染 に つ い て
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⑦ チ ュー ブ挿 入記 録

腹膜 潅 流に お け るチ ュー ブの挿 入手術 の 情 報 を 入力 す る。

記録 項 目は,下 記の もの であ る。

ω 患 者 番 号

② カニ ュー レイ シ ョン,リ カ ニ ュー レイ シ ョン,抜 去の 区分

(3)手 術年 月 日 ・時 分

(4)挿 入 部 位 置

⑤ カニ ュー レイ シ ョンの方 法

(6)皮 下 トンネル の有 無

(7)カ ニ=一 レイ シ ョンの 種類

⑧ チ ュ ー ブ の 径

(9)感 染 に つ い て

⑧

⑨

血 液透 析検 査 記 録(1)

〃(2)

透 析 の前 後 の 血 液に よる各 種検 査 値 を 入力 す る。

記 録(1)の 項 目は,下 記 の もの で あ る。

(1)検 査 年 月 日

② 患 者 番 号

⑧ 区 分(標 準値,透 析 前,後 の値 の別)

{4)検 査

Na

K

CL

Act

Ca

Mg

P

値

(ナ ト リ ウ ム)

(カ リ ウ ム)

(ク ロ ー ル)

(ア セ テ ー ト)

(カ ル シ ウ ム)

(マ グ ネ シ ウ ム)

(リ ン)
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Dex(デ キ ス トロー ル)

MOS

記録 ② の項 目は,下 記 の もので あ る。

ω 検 査 年 月 日

② 患 者 番 号

⑧ 区 分(標 準 値,透 析前,後 の 値 の別)

ω 検 査 値

CREAT(ク レア チ ン)

BUN

UA(尿 素窒 素)

TF

且Ct(ヘ マ トク リッ ト)

PH(ベ ー パー)

PO2(二 酸化 リン)

PCO2(炭 酸化 リン)

HCO3(炭 酸化 水 素)

以 上2種 類の検 査 は定 期的 に行 な われ る もので,下 記 に 述べ る8種

類 の検 査 は 不定期 的 な もの です 。

⑩ 肝 機 能 検 査

⑪ 血 液 ル

⑫ 尿 〃

⑬ 蛋 白分画 〃

⑭ 血 液/培 養 〃

⑮ 鉄/リ ウマチ 〃

⑯ 腎 機 能 〃 ω

⑰ 〃(2)

検査 の種類は定期的検 査2種 類,不 定期検査8種 類 の計10種 類 です。
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病 歴 デ ー タ ー(検 査 毎)カ ー ド記 入 例(A)

偏_ 日 付 {NPUT穆 式 〆●8

透 検 査

漬 値

v1、 '、2 73、 '、4 '、5 '6、 '7Y8Yg' 「lo、
歴検－

T査

響 2フ 日遼1㌘ /
'3

9 ! 3 7 ノ 4 3

[
1

1

1
1

4
∩倒

∀

↑
刈

O

ゆ

←
×

匡く

Σ
'◎

品

心
心

ト

魯

ト

199

21名

3胴

4

句

4

8

4

到

・
,・'・

dq

⑪o

洞

洞

胴

日

洞

洞

掴

胸

46

00

掴

調

洞

洞

洞

洞

洞

洞

444

‖洞

洞4

3洞

4個

個0

4胴

a洞

洞4

胴6.

同 胴

8腫

4掴

口 書

回4

掴6

4飼

6翻

鯛8

、鯛4.

o胸

8洞

掴4

083

勾胴

6掴

4飼

翻1

亀胴

.44碧.

鯛0

8回

4洞

洞8

胴 』

薯日

4飼

6掴

鯛4

、胸 碧,

胸o

`洞

洞4

抽8

0胴

6掴

銅4

掴8

4掴

潮04.

③胴

`日

掴4

48薯

4胸

9掴

4胴

』胴

飼4

ヨ4

切回

8洞
4詞

汀 》

掴 碧

6胴

飼4

』洞

洞8

瓢掴

胴 塑 鯛
89洞 洞

詞 趨 詞
1

;魂
掴4

輔 θ
飼 鯛 鯛

i鵠1
胸 突

汀 』

四 目

蓉洞

洞

胸

脚

飼4

8四

則4

調;

』40

胴9

胴4

日羽

4掴

。大掴4、

o胴

8胴

4詞

詞・48

胴4

6胴

飼4

洞 』

4胸

回 掴 、
医療法人 あかね会 土谷病院OII41g

0011Rg

on2137「

003143

004117

005138

00613只

007'IR6

008136

009145

010,133

丁

■

　

,0561?4

サン㌶.ぷ

!49・03-27・ 一ー一首…一円一日

!/12-01-1・ 一ー一用ぬ;ipe血f禎a

L⊆ 鶏,一,
...058

…100

...001

...009

...020

....059

...099

,..070

...023

...024

一,_
熱く一〉ル 〒 一 フ・

PR'NreoT

...∩77
　
恵圭コード

∧〃 ρぶ《汀

① 検 査 が透 析 前 の もの か後 か で 前後 区分 いず れ か を

マ ー クす るo

② 日付 は 年,月 は タ イ プ ライ タ よリタ イ プ イ ンす る

の で 日 々の み マ ー クす る。

③ シ ー ト分 類,項 目分 類 は別 紙 に定 め た 内容 で マー

クす るo

④ 透析 番 号Aは10位 以 上 の桁 をマ ー ク し1位 の桁

は透 析 番 号B(1～10)の 固 定 位 置 と対 応 した場 所

に な るo

例009=透 析番号A(000マ ーク)で透 析番号B(9)の 位置

056=="(050)"(6)"

*固 定位 置 に よ り計 算 機 内部 で 自動 振 つ け

*サ ンプ ルNOと 患 者 コー ドの対 応 はiD対 応

カー ドを作 成 して コ ン ドー トす る。

⑤ 検 査 結 果 はサ ンプ ルNOの 固定 位 置 に マ ー クす る。

*ナ ン プ ルNOと は患 者 検 体(試 験 管)を 並 べ

た順 番 のSEQOENCEと 同 一

1
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(前開始
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終 了時 〉・護嬌 名 プ ッ ト様

は必 ず 一

る こ と。

㈲ ② デ ー タ

透析患者番号

透析開始年月日・時分

透析終了年月日・時分

透 析 時 間
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プライミング
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{

1/i/国 用i← 」,

萬ジャン㌣:舞 、ヤノξ別1・121
11急 性 ⑪ 内 シャント

② 慢 性 12外 シャント
↓年)

lo川

lo141

けり 川)1日 、料

ll[|1101813101

{年)0り 〔ID9二 時 ノ(分)

llllll.1613[Ol

ld5ド1}∵1}1」 エ

lol6いi薩 墾 翌

lo1711無 2(有)血 液 3プ ラマ ス その他
'

皿2 皿¢ 血¢

(前)lol81。,51。 ・41kg(後)L⊥ ⊥,

(前)lolgレ 、2,・1/LLL」 職(後)L⊥

-41一

値 項目分類 検 査 値

洞
洞
洞
洞

四
国

掴
胴
飼
40
⑪ll420

胴"

胴1]i2
2320123

洞 洞

何 何

洞 洞

掴44

洞 洞

胴 飼

胸 胴

輪

カー ドア イテ ム 計 分

日付,イ ン

プ ッ ト様 式,透 析 番 号)
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デ ー ター に つ い て は個

々 の 項 目分 類番 号 と4桁

以 内 のデ ー ター との組 み

合 せ で 記 入 す る。 順不 同
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5.3フ ァ イ ル サ ブ シ ス テ ム

5.5.1フ ァ イル ・シ ステ ム の特 長

本 シス テ ムに 入力 され た デー タは,磁 気 テ ー プ上 に フ ァ イル され 保 管

活 用 され る。 フ ァイ ルに は,「 患 者 マ ス タ ・ファ イ ル」 と 「病歴 ソー ス

・デ ー タ ファ イ ル」 の2つ が あ る。

「患 者 マ ス タフ ァイ ル」 は,患 者 の 持 って い る不 変 的項 目が,記 録 さ

れて い るが,内 容 の変 更 も行 な うこ とが あ り常 に最 新 の 内容 だ けが 記 録

され て い る。

「病 歴 ソー ス ・デ ー タフ ァイ ル」 は,本 シ ステ ム に入力 され たす べ て

の デ ー タが,患 者 別 に デー タの種 類 別 に診 療 記 録 の履 歴 と して記録 され

て お り,定 期 的 レ ポー トの 出力,検 索 お よび統 計 解析 に使 用 され る。

5.5.2患 者 マス タフ ァイル

患 者 マ スタ フ ァイ ルは,受 診 者 の洗 い出 しや,紹 介 医住 所 の 引出 しの

ため に 使用 され,本 シ ステ ムで 対象 とな るすべ て の 患者 に対 し,か な ら

ず1人1件 つ つ の記 録 を 持 っ てい る。

患 者 マ ス ダと して は,"患 者識 別","患 者氏 名","住 所"と 紹 介 医

に関 す る情 報 と して のtt紹 介 医住 所","紹 介 医 氏名"等 を持 つ 「A10

フォー マ ッ ト」 と,入 院/退 院 の履歴 を記 録 した 「A11フ ォー マ ッ ト」,

確定 診 断お よび手 術 の記 録 の履 歴 を記録 した 「A12フ ォ ー マ ッ ト」,

さ らに家 族歴 を専 門 に記 録 した 「A13フ ォー マ ッFJの4種 類 が あ り,

そ れぞ れ の デー タ フ ォー マ ッ トで,最 新 の 内容 を 持つ レ・コー ドが 記録 さ

れ て い る。

なお,A10～A13の 区 分 は,次 に あげ る磁 気 テ ー プ ・フ ォー マ ッ

トの第9～12桁 に表 示 され てい る。
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5.5.5病 歴 ソ ースデ ー タフ ァイル

病 歴 ソー ス デ ー タ ファ イルは,磁 気 テ ー プ上 患 者別 デー タ種 類 別,日

別 の分 類 順序 です べ ての デー タが 記録 され てい る。

すぺ ての デ ー タは,デ ー タの識 別 の た め に共通 項 目と して,処 理年 月

日,フ ィジ カ ル ・ウ ィー ク,患 者 識 別,性 別,生 年 月 日等 が記 録 され,

そ の以 降 に続 くデー タの属 性 を 示す 。

この共 通 項 目部 には,デ ー タ入力 の 発 生 を示 す転 院,死 亡 な ど,移 動

の デ ー タも記録 され て い るか ら,フ ァ イ ルを全部 チ ェ ックす る と受診 中

の 患者 の情 報 と院 外患 者や 休診 患 者 の 情 報 と選 別 す る こ とが で き る。 そ

れ ぞ れ の デ ー タは,こ の共 通 項 目を頭 部 に,後 部 に は,デ ー タの種 類別

に異 な るデ ー タ配 列で 個 々の 項 目が記 録 され て い る。
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病 歴 レコー ド インターナル ファイル インデ ックス

フ ォー マ ッ ト カ タ ロ グ 名

NO.

A10 病 歴 総括 患 者住 所

紹 介 医 師 名,紹 介 医 住 所,病 院 名

B10 透 析 液 組成 値

標 準 検 査1

〃2

血 液透 析記 録

C10 透 析 液 組 成 値

標 準 検 査1

〃2

腹 膜透 析 記 録

D10 シ ャ ン ト,リ シ ャ ン ト 記 録

ク ロ ッ テ ィ ン グ,デ ィ ク ロ ッ テ ィ ン グ 記 録

腹 膜 灌 流 チ ュ ー ブ 挿 入記 録

E10 鉄 リ ュ ウ マ チ 検 査

血 液 検 査

肝 機 能 検 査

F10 腎 機 能 検 査1,2

蛋 白分 画検 査

尿 検 査

血 液(白 血 球 分 類),培 養 検 査

A10～F10の 区 分 は,次 に あげ る磁 気 テー プ フ ォー マ ッ トの第9～

12桁 に表 示 さ れ てい る。
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5.4出 力 サ ブ シ ス テ ム

5.4.1出 カ シ ステ ム の特 長

本 シ ステ ムに お け る レ ポー トは,出 力 され る サ イ クルに よ って 定期 レ

ポー トと不 定 期 レポー トに大 別 され る。

定 期 レ ポー トの 「透 析 ・検査 日報 」 は,血 液透 析 または腹 膜潅 流透析

の状 況 と,そ の前 後 の状 態 を表 わ す 血 液検 査 結 果が 記録 され る。1ケ 月

間 の 診 療 の記録 は,「 透 析月 報」 と して 出力 され 「透 析 ・検 査 日報」 同

様 に 患 者 マ ス タに挿 入 され,日 常 診 療 に 利用 され る。 同 じ く定 期 レポ ー

トの 「病 状 報 告 書」 は,紹 介 医あ てに,患 者 の 病状 を報告 す るた め の 資

料 で,月1回 出力 され,紹 介 医 に送 附 され る。

不 定 期 レポー トは,診 療 に際 して また は管理 上必要 性 が 発 生 した 時点

で 出力 可能 に した 帳 票で,検 査 シー トの レプ リン トや,検 査 日一覧 表 の

よ うに検 査 受 診者 の一覧 表 等が あ る。 不 定 期 レポー トと しては,「 透 析

液 組成 値 検 査表 」 「ク ロ ッテ ィ ン グ ・デ ィ クロ ッテ ィン グ記 録」 等 の他

12種 類 が用 意 され てい る。

5.4.2シ ステ ム設 計 上 の ポイ ン ト

レポ ー トは,シ ステ ム化 の効 果の うえか らそ の種 類が多 く内容 を詳 細

に記 録 す る こ とが 好 ま しいが,運 営 上 の 問題 と報 告 書 利 用 の面 で は,時

と して少 な い方 が良 い こ とが あ る。 この 相反 す る問 題 に対 して,本 シ ス

テ ムで は,定 期 レ ポー トと不 定 期 レ ポー トの2種 類 に分 け て考 えた。 定

期 レポー トに関 しては,種 類 を最 小限 にす る と ともに,内 容 の充 実 に 重

きを置 い た。 不 定 期 レポー トに関 して は,で きるだ け多 くの 種 類 を用 意

し,シ ステ ム化 の 意 義 を高 め,有 益性 を増 大 させて い る。 不 定 期 レ ポー

'ト に 関 してぽ
,操 作 性 に も重点 を お き,出 力 レ ポー トの 選 択 と出力様 式

を実 際 の操 作 時 に指 定 で き る シス テ ム と した。
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5.4.5出 力 帳 票 例

次 に本 シ ステ ム よ り出力 され た帳 票例3種 類 を示 す。

〔例1〕 は,紹 介 医 に 対す る病状 報 告書 で あ る。 入院 治 療 中の患 者 に つ

い ての 現在 の病状 を検 査 の 成 績を 用 いて 報告 す る もので あ る。 当月 の

透 析 回 数 お よび 総透 析 回 数 をプ リン トし,下 欄 に担 当医 の コメ ン トを

書 き加 え る形 を と ってい る。 本 妻 は,3つ 折 りして一 番 上 の欄 が 見 え

る よ うな 窓 アキ封 書 に入 れ 発送 してい る。

〔例2〕 は,あ る患者 の1月1日 よ り2月28日 までの 検 査透 析 定期 報

告 書 の一部 であ る。 プ リン トは透 析 受 診 日毎 に2行 づ っ,日 付,透 析

通算 回 数,使 用透 析 器 の 種 類,透 析 時 の ヘ パ リンの使 用 法 の ほか体 重,

NA,K,CL等 検 査の 成 績 が,上 に透析 前,下 に透 析 後 の順 序 に印

刷 されて お り,担 当医 師 は,一 読 して一 定期 間 中の透 析 状 態 を見 るこ

とがで きる。

〔例5〕 は,あ る1日 の検 査透 析 報告 書 の 一部 で あ り,1日 に透 析 を行

な った 患者(一 番左 端 に コー ドで表 わ されて い る)毎 に,透 析 通算 回

数,使 用透 析 器 の種 類等 が プ リン トされ 当 日の透析 の 状 態 を読 み取 る

こ とがで き る。
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人工 腎透析患者報告書

740

イワク=シ クロイソ予ヨウ2ヲ ヨウメ5●i

=3●り● イ●ク● 卜●ヨOイ ●i●)J

先 生

127

DR.三 ■"θ 三〇ア●

前 略

御紹 介下 さい ま した患者 理 コ ウ■コ 殿 は当病院 に於 いて

ニユウイン 治療 中で ご ざい ますの で

現在 の病状 を御 参考 まで にお知 らせ致 します。

尚詳細 のデ ー タは当病 院 において保 管 ・整理 いた してお ります ので ,

御 入 用 の節 は御 一報下 さい。

i2月?6日 透析後検査値

検査項目値 Na K Ca CREAT BUN UA OSM
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mg/∂2

2～4

mg/必

≒300

mos/2

検 査 値
138.5 3・40 4.80 38.9 9.0

12月

今月透析回数 9回

総 透 析 回数 37回

良好以上 の様 に現在 の状 態 を と
ってい ます。下 記

備 考 2

よ

〒

閂
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5.5検 索 サ ブ シ ス テ ム

5.5.1検 索 シ ステ ムの 特 長

本 シ ステ ムに おけ る検 索解 析 フ ェー ズは,た だ単 に 「病歴 ソー スデ ー

タフ ァイ ル」 の検 索,解 析 の みな らず 一 般 の医 学 デ ー タの検 策,解 析 が

行 な え る よ うに 設計 され てい る。

検 索,解 析 を行 な う,ソ ー ス デー タ ファ イルは,大 きな デ ー タ ファ イ

ルに な って い る こ とが 多 い。 そ の ため,本 システ ム で は,「SELEC-

TION」 に よって まず,処 理 に 必要 な デー タア イテ ムだ け のぬ き 出 しを

行 な う。 この 「SELECTION」 に よ って,以 下 の 処理 で 真 に必 要 な デ'

一 タアイ テ ムだ け を取 り扱 えば よ く,処 理 の効 率 の 向上 の た め に役立 っ

て い る。

必 要 な デ ー タ アイ テ ムだけ を 「SELECTION」 された フ ァイ ル は,次

に指 示 され た 条 件 に よ り 「RETRIEVE」 を行 な う。 条 件 は,い くつか

の条 件 が 重 な った重 複 条 件や,単 純 な 条件 で あ った りす る。

条 件 に あ った デー タ レ コー ドは,「SELECTION」 され た フ ァイル

よ りぬ き出 され,単 な る印字 の 「PRINT」 や統 計 的 処 理の 「MEAN」

「且ISTOGRAM」 「CORRELATION」 処理 を行 な う ことが で き る。

「PRINT」 で は,与 え られ た ファ イル よ り必 要 項 目をぬ き出 して指

定 され た,様 式 で 印 刷 で き る。 「MEAN」 で は,必 要 項 目の 単 純 平均,

標準 偏差 等 の計 算 を 行 ない,「HISTOGRAM」 で は,指 定 され た項 目

の 度数 分 布 表 を作 成 す るこ とが で き る。

「CORRELATION」 で は,指 定 され た2項 目間の 相 関 々係 を 解析 す

るた め の,相 関表 の プ リン トを行 な うこ とが で き る。 本 シ ステム の

「RETRIEVE」 「PRINT」 「MEAN」 「且ISTOGRAM」
]

「CORRELATION」 の機 能 は,ど ん な順番 にで も,何 回 で も呼 び 出 し

て使用 す る こ とが 可能 で,様 々 な要 求 の 検 索,解 析 に対 応 す る こ とが で

き る。
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5.5.2シ ス テ ム設 計 上 の ポ イ ン ト

検 索,解 析 シス テム は,本 システ ムの デ ー タフ ァ イルの み な らず,一

般 的 な医 学 デー タフ ァ イルの 検 索,解 析 に利 用で き る よ うに,入 力 フ ァ

イル の形 式 は,ユ ー ザが指 定 す る こ とが で き る。 このため 本 シ ステムの

ユ ー ザは,直 接 デ ー タ フ ァイル に検 索,解 析 を行 な うこ とが で きるばか

りか,ユ ー ザ 自身が フ ァイ ルに 多少 の加 工 を行 な った フ ァイ ルに対 して

の検 索,解 析 が 可能 で あ る。 また検 索,解 析 シ ステ ム は,共 通 言 語で記

述 され た い くつ か の モ ジ ュー ルで構 成 されて い るた め,各 モ ジ ュー ルを

組 合 せ て複 雑 な検 索,解 析 を行 な うこ とが,可 能 で あ る。

さ らに ユ ー ザ 自身 が 作成 した モ ジ ュール を組 合 せ て使 用 す るこ とも可

能 で あ る。 検索,解 析 の レポー トに 関 して は 入力 同様,ユ ー ザ の指 定 に

よ る任 意 の 形式 を と る こ とが で きる よ うに し,シ ス テ ムの有 用性 を 高 め

てい る。

な お,こ の シ ステ ム は,東 大 病 院 医 学部 の統 計 解 析 シス テ ムMERS

-T2の 思 想 に基 い て,作 成 され た もので あ る。

参考 文 献:病 院 第32巻 第13号 別 冊 「東 大 病 院 医学 デ ー タ統計 解 析

シ ステ ムMERST-2に つい て 」

!
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5.5.5言 語 一 覧 表

検索,解 析 シ ス テムで 用 い る コ マ ン ド(命 令 語)は 以 下の とお りで あ

る。

NUMB… … 医学 デー タ1件 に 含 まれ る デー タア イテ ム数 を表 わ す 。

INPU… … デ ー タの フ ォー マ ッ トを 表わ す 。

ITEM… 一 各 項 目の名 称 を記 述 す る。

FOMT… … 基 本 共通 事 項 の記 述

HEAD… … 見 出 しの記 述

REQU… … 依頼 者(利 用 者)名 の 記述 ・

NAME… … 検 索 リス トの見 出 しの記 述

OUTP… … 検 索 リス トの フォ ー マ ッ ト記 述

SLCT… …SELECTの 指 定

SPAC… …SPACE判 定 の指 定

RTRV… … 検 索指定

COND… … 検 索条 件指 定

PRNT… … プ リン トの指 定

MEAN… … 平 均値 標準 偏 差 を求 め る指定

且IST… … ヒ ス トグラム を求 め る指定

CORL… … 相 関表 出力 の 指定
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6.本 シ ス テ ム 運 用 上 の 留 意 点

当 シス テ ムは汎 用性,使 用 者 の 使い易 さを重点 に設 計 され て お りコ ン ピュ

ー タシ ステ ム サイ ドで の運 用 は 日次 処理 を特 に重 視 して い る
。

入力 は ラン ダム 入力 を可 能 に した ことに よ り操 作 性 が飛 躍 的 に向 上 して い

る。 また週 次,月 次 処理 の いわ ゆ る定 型処 理 内 で の 出力 を最 少 限 に してい る

た め,月 末処 理 が 少な い 時 間で 行 なえ る。 従 って シス テム運 用 の第1の ポイ

ン トは,い か に各 セ ク シ ョンが 正 しい デ ー タを整 然 と マー ク して 入力 して く

'れ るか に あ る
。

また使 用 者 側 で の ポ イ ン トは 情 報検 索 が比 較的 自由 な様 式 で検 索 で き る と

と もに各 種 検 査 諸 表に つ い ては 要求 を 出せ ば す ぐ得 られ るこ と,さ らに基本

項 目につ い ては毎 日,カ ル テ フ ァイル に とじ込 まれ て い るこ とな ど医 療 事務

か ら統 計,研 究 の分 野 まで カ バー され て い る。 しか しシス テム が 中型機 で あ

る こと,磁 気 テー プ シ ス テムで あ るた め次 の よ うな制 限 も受 け る。

④ 検 索 に時 間 がか か る。

◎ ファ イル ・メ イ ンテ ナ ンス(保 守)に 時 間 がか か る。

◎ ター ン ア ラ ウ ン ドタイ ム(入 力 して 出力 され る までの 時 間)が 長 い。

これ らは,使 用 者 の 要求 度 に も よ るが大 容 量 ラ ンダ ム ファ イルの 採 用,オ

ン ライ ン処 理化 等 を図 り能率 を上 げて い くこ とが 可能 で あ る。
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7.本 シ ス テ ム の 拡 張 性

こ ムに 述 べ られ た シ ステ ムは人 工 腎 の病歴 情 報 につ い て モ デル病 院 に お け

るモ デ ル機 器 構 成 下 で作 られた 管 理 シス テ ムで あ る。 この シ ステ ム は限 られ

た条 件 下 の シス テ ム と して では な く,多 少 の モ デ ィ フィケー シ ョンを行 うこ

とに よ りシ ステ ム を拡張 させ る こ とが で き るよ う設計 され て い る。 これ らの

拡 張 に つ いて,こ こで は適 用分 野 の 拡 張 と使 用す る電 子 計算 機 の シス テ ムの

拡 張 との2つ につ いて述 べ る。

ω 適 用分 野 の拡 張性

本 シス テ ムは 人工 腎の病 歴情 報 の 処 理 シ ステ ムで あ るが,こ の シス テ ム

と同 じ よ うな 基本 構 想 の下 に 医療 にお け る他 の専 門 分野 例 え ば 消化器 系疾

患 の中 の がん や 脳外 科 にお け る特 殊 な ア イテ ム等 臓器 別,疾 患別 に比 較 的

限 定 しや す い分 野 に関 して容 易 に適 用 す る こ とが で き る(水 平 分 野 に 対 す

る拡 張 性)。 また,一 方 で は デー タの構 造 を 考慮 に 入れ て医療 に おけ る デ

ー タ バン ク システ ム に拡張 す るこ とが で きる(垂 直 分 に対 す る拡 張性)。

この場 合 は他 の 専 門分 野 に拡 大 す る よ り もは るか に 困難 で あ る が,こ の シ

ステ ム に よって得 られ た情 報 や 経 験 を 基 に して 更 に複 雑 な デー タ構 造 と内

容 の 広範 囲 な 医療 情 報 を フ ァ イル し,検 索 し,利 用す る医 用 デ ー タ バ ンク

システ ム に まで拡 張 す るこ とが で きる。(こ の 場 合は 前 者 とは異 な って あ

らたに 設計 す る必 要 が あ ろ うが,こ の システ ム は その 重要 な足 掛 りとな り

得 るで あ ろ う)

② 使 用 す る電 子計 算 機 シス テ ムの 拡張 性

本 システ ムに おけ る電子 計 算機 シ ステ ム として は磁気 テー プ に よ る外 部

記 憶,及 び シス テム と して は オ フ ラ イ ン処理 シ ステ ムで あ った 。

しか しフ ァイ ル作成 上 の点,検 索 の 点 等 よ りす れば 大 容 量の 磁 気 デ ス ク

装 置 の方 が 有 効で あ り,こ の方 向へ の 拡 張 が 第一 に 考 え られ るが,こ れ は

この シス テ ムを多 少 変更 す る こ とに よって(フ ァイル の形 式,プ ログ ラ ム

は多 少 変 更 され るが)達 成 す る こ とが で き る。
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次 に オ フ ライ ン処 理 システ ムか らオ ン ライ ン処理 システ ムに更 にT.S.S.

システ ムへ の拡 張性 が考 え られ る。現 在 の システ ム では,医 師 は一 定 様 式

の情 報 を定 期 的 に得 られ るが,不 定期 の 一定 様 式 の情報 は医 師が必 要 時 に

要 求 を 出 して,そ の要求 に基 づ い て計 算機 を動 か して情報 が 得 られ るの で

時間 的遅 れ,空 間 的 な分 離(医 師 と計 算 機室 とが 離れ て い る)が 問 題 とな

る。 更 に必 要 時 に情 報 を加 工 処 理 す るに 当 っては,医 師 が シス テムエ ン ジ

ニ ヤ(SE)に 意 図 を述べ,SEは フォー トラ ンで プ ログ ラムを作 成 し,

これ を機 械 にか け る こ とに よ って 初 め て結 果が 得 られ る。 この よ うな 時 間

的 な遅 れ,医 師 と計 算機 が 間 接的 であ る ことは ともすれ ば 利 用が制 限 され

がち で あ る。 これ に対 して は この システ ムを拡 張 して オ ン ライ ン処理 シス

テム に,更 にT.S.Sに まで す る こ とが この シス テ ムの 有効 性 を あげ る こ と

にな るで あろ う。

この シス テム がT.S.Sで 動 作 した 暁に は一 定 様 式 の定期 的 情報 は バ ック

グラ ウ ン ドで 処理 を し,一 定 様 式 不定 期 の情 報 お よび不定 様 式 不定 期 の情

報 は 医 師 の手 も とに あ る端 末 よ り電 子 計 算機 を 呼 び 出 して電 子 計 算機 と対

話 を しな が らフ ァイ ル され た 情 報 を必 要 時 に迅 速 に 入手す る こ とがで き る。

ま た,デ ィス プ レイ装 置や 医療 専用端 末 装 置 など,デ ー タ の発生 場所,利

用 場 所 に適 合 した新 しい端 末装 置 を利 用 す る こ とに よって;そ の利点 は倍

加 す るで あろ う。

この シス テ ム をオンライン処 理 シス テム,T。S。Sに 拡 張 す る ことは現

在 の技術 を以 っ て すれば 比 較 的 容易 に移 行 す る ことが で き る。 この よ うな

方 向 へ の拡張 が 望 まれ るで あろ う。

この シス テ ム は以 上 の ご と きシス テ ム の拡 張 に対 して可 能 性 を充 分 持 っ

てhるo
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8.本 シ ス テ ム の 将 来 へ の 展 望

本 システ ム は モデ ル病 院 内 にお け る人 工 腎 の情 報 シス テ ムで あ る。 この シ

ス テ ムを利 用 す るこ とに よ りファ イル され てい る患者 の情 報 を充 分 に利用 す

る ことがで き る。 そ の 一つ は 患者 に関す る情 報 を時 系 列 的 に と らえ て これ を

処理 す る(例 えば 検 査 値の 移 動平 均,と その 分 散 を求 め る こ とに よ って個 人

の検 査値 が 一 定 限 度 よ り外 れ た場 合 に*を 付 け て医 師の注 意 を うな がす と同

時 に*が い くつ もつ い た患 者 に つ いて は厳 重 な注意 をす る よ うに 看 護婦 に 自

動 的 に知 らせ る とい った こ とが 可能 にな る)こ とに よ り患 者個 人 を 管 理す る

とともに 患者 全 体 の検 査 値 を年 令,重 症 別等 で層 別 す るこ と によ り新 ら しい

管理情 報 が得 られ る。 これ に よ って 患者 に 対 して新 ら しい診療 の 手 段 が生 ま

れ るで あろ う。

また この他 に フ ァイ ル され て い る情 報 を高 度 な研 究 に利 用 す る ことに よ り

(こ の利 用 は電 子 計 算機 が 直 接 に使 え るか ら非常 に便 利 で あ る)新 ら しい治

療 の 方法,特 に新 ら しい 透析 装 置の 開 発等 に資 す る ことが で き るで あ ろ う。

この よ うな利 用 に よって現 在 は人 工 腎 患 者 は5年 後 に は約5%程 度 の生 存率

であ る ものが 欧米 並 み の40%以 上 また は それ 以 上 にす る こ とも決 して夢 で

はな いで あろ う。

この シ ステ ムは 一 病院 に と 父ま らず 或 る地 域 内 に大 き な デー タバ ン クを作

って この 中の情 報 をそ の地 域 の人工 腎設 備 を有す る病院 が共 同 利用 を す る と

い った こ とも近 い将来 考 え られ,こ れ に よ り医療 の水準 の 向上 が はか られ る

であ ろ う。 この た め に は 中央 の デー タ バン ク とそれ を取 りま く病 院群 と の間

に伝 送 系で 結ば れ て どの病院 か ら も 自由 に検 索で き るこ とが予 想 され る。 ま

た,こ の よ うな大 きな シス テム で な く,一 つ の病 院(人 工 腎)内 にお い て も

T.S.Sで この シス テ ムが 動 き,医 師,看 護 婦等 自身 が必 要 な ときに は い つで

も必要 な情報 を 得 られ る よ うに な るで あろ うし,さ らに検 査 装 置 と電 子計 算

機 とを 結 ぶ ことに よ り直 接 に 入力 が得 られ る段階 も遠 い こと では ない で あろ

う。
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